
温水ボイラー使用時の注意喚起項目  

燃焼機器は、正しい取り扱いを心がけて頂き、以下の事柄に注意して頂くことが重要であ

ります。 

① 取扱説明書をよく読んで正しい使用方法をご確認ください。 

② 温水ボイラー本体の近傍に可燃物など燃えやすい物が置かれていないかご確認ください。 

③ 必ず換気（給気と排気）を行ってください。 

④ 給気口の付近に物が置かれてふさがれていないかご確認ください。 

⑤ 煙道・煙突が正しく接続されていることをご確認ください。 

⑥ 煙道・煙突が詰まったり、塞がれていないかご確認ください。 

⑦ 火を消したら必ず燃料の元栓も確実に閉めてください。 

⑧ 燃焼機器、換気設備は、日頃から手入を行ってください。 

⑨ 万一のガス漏れや不完全燃焼に備えて、ガス漏れ警報器や CO 警報器などの設置をお勧め

いたします。 
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「温水ボイラーのチェックリスト」 

点検者              点検日      年   月   日 

① 燃焼機器本体 

火災予防条例等による

火気使用設備の設置届

写しの保管 

□保管している □保管していない □届出対象外 

取扱説明書の常備 □常備している □常備していない 

使用上の注意事項等を

記載した書面等の運転

担当者への周知徹底 

□周知している □周知していない 

メーカ・ガス事業者等に

よる燃焼機器の調査点

検票の保管 

□調査点検を受けている 
□調査点検を 

受けていない □保管している □保管していない 

メーカと製造年月 □把握している □把握していない 

メーカ名：           型式：         製造年月：     

設置業者と設置年月 □把握している □把握していない 

設置業者名：                設置年月：                  

燃焼状態の確認 

□確認できる □確認できない 

□覗き窓   □表示灯 

② 燃焼機器の 

  メンテナンス 

定期的な燃焼機器の燃

焼状態点検 

□点検している □点検していない 

点検頻度（                   ） 

機器のメンテナンス契

締結 

□契約している 

 メンテナンスの頻度（     ） 

□契約してい

ない 

点検方法 
□目視 □燃焼させ炎

色確認 

□燃焼させ

CO濃度測定 

□その他 

点検・清掃等 
例：オーナ、ボイラー運転管理者、委託先など 

（                      ） 

点検記録の保管 □保管している □保管していない 

最新時点での点検 

  （     年      月） 

点検の際に何らかの異常が発見されたか 

□異常あり    □異常なし 

異常があった場合、適切

な対応策 
□講じた □講じていない □異常なし 
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③ 燃焼機器の使用燃料 □灯油 □Ａ重油 □都市ガス □LPガス 

④ 燃焼機器の給

排気部 

給気部分に異常、目詰まりがないか □異常なし □異常あり 

給気ファン、排気ファンに異常はないか □異常なし □異常あり 

⑤ 煙突 

（排気筒） 

煙突の位置（煙道）、排気経路は全て把握

しているか 
□把握している □把握していない 

煙突と燃焼機器の接続は、隙間がないよう

に確実に接続されているか 
□異常なし □異常あり 

煙突の先端部には蓋や障害物はないか □異常なし □異常あり 

煙突からの排気が居室内に流れ込んでい

ないか 
□異常なし □異常あり 

煙突の定期的な点検や清掃の実施、記録の

保存 

□点検・清掃してい

る 

点検頻度（  ） 

□点検・清掃してい

ない 

⑥ 厨房やボイラ

ー室の安全確保 

窓、開口部等により換気（給気及び排気）

が可能な構造か 
□換気できる □換気できない 

換気設備に目詰まりはないか □異常なし □異常あり 

燃料がガスの場合、ガス漏れ警報器の設置

使用期限内か 

□設置されている □設置されていない 

□使用期限内 □使用期限切れ 

不完全燃焼警報器（CO警報器）の設置 □設置されている □設置されていない 

機械換気の場合、換気忘れのための措置 □措置している □措置していない 

⑦ 顧客スペース

の安全確保策 

顧客の安全確保のための警報器の設置 

□設置している □設置していない 

□火災警報器 □不完全燃焼（CO）警報器 

□ガス漏れ警報器 

警報器の設置場所（例：各客室、廊下など） 
□設置場所 

（                 ） 

客の避難経路の確保 □確保されている □確保されていない 

⑧ その他 
所有権の移転等が過去にあった場合、①～

⑥までの情報を文書で引継いでいるか 

□引継いでいる 

□事業主体は変更 

されていない 

□引継いでいない 

 異常があった場合は、直ちに使用を中止して、速やかにボイラーメーカ、販売店等に連絡してくだ

さい。 
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